
きゅうしょくだより 
年々暑さが厳しくなり、暑い日が続いています。熱中症が心配される時期なので、幼児クラスに水分補

給のお話をします。喉が渇く前に水分を摂るようにしましょう。プランターの夏野菜が育ち始め、収穫し

た食材を食べる機会が増えてきました。先月はそら組さんがカレー作りやバター作りを楽しみ、かぜ組

さんは初めてそら豆のさや取りを体験しました。8月には幼児クラスでピザ作りがあります。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

   

  

 

 

 

 

旬の食材  

献立の紹介 

川崎市は市制１００周年を迎えました。７月１日は市制記念

日です。2日のおやつは、ひんやりさっぱりした特別なおやつ

を楽しみます。３種類の 

果汁を使い、川崎市のロゴを 

イメージして盛り付けます。 

●カラーズカラフル寒天 

●トマト  

「トマトが赤くなると医者が青くなる」と

いうことわざがあるほど、栄養価が高い夏

野菜です。 

保育園では、口当たりがよいように、皮を

湯むきしてから使用しています。調味料を

控えめにしても味がなじみやすく、おいし

く仕上がります。 

子どもの体の水分の割合は、体重の 70～80％と言われています。 

成長真っ盛りの子どもたちの体は、大人よりも新陳代謝が活発です。 

また、夏場はたくさん汗をかいたり、1日に何回も排尿したりします。 

⇒のどが渇く前にこまめな水分補給を行うようにしましょう。 

大人も子どもも「こまめに」です。朝起きたとき 夜寝る前 お風呂に入る前と後 汗をかく前などは 

特に意識して水分補給をするようにしましょう！ 

 ※冷たい飲み物の糖分のとりすぎに注意 
 冷たくて甘い飲み物は、甘みを感じにくく、口当たりも良いため、ついたくさん飲んでしまいがちです。 

イオン飲料やスポーツドリンクも糖分を多く含むため、普段の水分補給には適しません。 

⇒毎日の水分補給は【麦茶】や【水】を選ぶようにしましょう。 

小松菜 

きゅうり 

トマト 柿 
のらぼう菜 

◎夏野菜を積極的に食べましょう！ 
夏が旬の野菜や果物はたっぷりの水分を含んでいます。 

きゅうりやトマト、すいかなどを上手にとりいれましょう。 

１００周年
川崎市では、市制１００周年を記念して、川崎市の食材を使ったレシピや郷土料理をアレンジしたレシピ

を提供しています。子どもたちに川崎の歴史や特産品を伝え、まちへの興味・関心を育てます。 

梨 

「かわさきそだち」は川崎市内でとれた農産物の総称です。 

 
多量の汗をかいた直後
に飲むのが最適です。 

令和 6年 7月 1日 
くろかわのぞみ保育園 
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